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エコモット、LTE-M対応の圧力センサーデバイスを提供開始 

低コストで灯油・重油などの液体タンク残量を内蔵バッテリーで長期間モニタリング 

 

エコモット株式会社（本社：北海道札幌市、代表取締役：入澤 拓也、以下「エコモット」）は、内蔵し

たバッテリー（単３電池3本）の電力のみで約半年間継続して液体タンクの残量をモニタリングすること

が可能な圧力センサー一体型デバイス「PSB-200」を2019年7月より提供開始いたします。 

 

「PSB-200」は、LPWAの規格の一つであるLTE-Mでの通信に対応し、通信コストと消費電力を抑えな

がら安定した通信と広いエリアカバレッジを実現しています。なお、残量をアナログ値で収集するデータ

計測タイプと、残量が設定した「しきい値」を超えた際に警報接点を出力する接点警報タイプをライン

ナップしており、お客さまのニーズに応じて提供いたします。 

・提供開始：2019年7月16日 

・価  格：オープン価格 

・製品仕様：    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 PSB-200-LMA PSB-200-LMD

外形寸法

質量

通信方式

接点タイプ圧力センサ なし あり

アナログタイプ圧力センサ あり なし

電源

バッテリーライフ

防水防塵性能

単3リチウム乾電池3本

180日(環境により変動あり)

IPx5

160 x 130 x 70

約510ｇ

LTE-M(Cat.M1)



■開発の背景 

灯油や重油をはじめとした液体タンクの巡回補充業務においては、タンク残量把握に対して多くのニー

ズが存在しながらも、主に通信コストが障壁となり、IoTの導入が進まないのが実状でした。 

この度、提供開始となるLTE-M対応の圧力センサーデバイス「PSB-200」、及び「PSB-200」に接続可

能なIoTプラットフォームにより、IoTの導入障壁となっているコスト面の課題が大きく改善され、タンク

の残量データに応じた最適な補充タイミングが把握可能なシステムをランニングコスト含めて安価に導入

でき、巡回補充業務の効率化が実現可能となります。 

また、副次的効果として、タンクの残量データをもとに補充を行う事業者は、業務効率化に加えて顧客

へのさまざまな付加価値を提供し自社の競争力高めることで、価格競争へ引き込まれることへの抑止、事

業者乗り換えのリスク軽減も可能になると見込んでいます。 

 

例：重油タンク残量監視 

 

■今後の展開について 

「PSB-200」は、圧力センサー部分のカスタマイズにより、他のアナログセンサーを換装可能という特

徴を有しているため、低コスト・長寿命といった本体メリットを活かしつつ、お客さまの多種多様ニーズ

に応じたデータ計測が可能となります。 

今後は、通信コストやメンテナンス性が障壁となりIoT導入が進まなかった分野に対して、幅広い提案

を展開し、新規市場開拓を目指してまいります。 

 

■エコモット株式会社について 

エコモットは2007年の創業以来IoT専業のソリューションベンダーとして、センサー・自社開発通信デ

バイスの提供を行うとともに、多様な顧客ニーズに応じたカスタマイズ、現場での設置ノウハウを提供

し、あらゆる「モノ・コト」からセンシングを可能にするソリューションを提供しています。2017年6月

に札幌証券取引所アンビシャス市場、2018年6月に東京証券取引所マザーズへ上場いたしました。また、

2019年1月にKDDI株式会社と資本業務提携いたしました。 

 

所在地 ： 〒060-0031 北海道札幌市中央区北1条東2丁目5番2号 札幌泉第1ビル1階 

代表  ： 代表取締役 入澤 拓也 

設立  ： 2007年2月 

資本金 ： 6億12百万円(2019年3月末現在) 

事業内容： IoTソリューションの企画、およびこれに付随する端末製造 

通信インフラ、アプリケーション開発、並びにクラウドサービスの 

運用・保守に関する業務のワンストップでの提供 

URL   ： https://www.ecomott.co.jp/ 

本件に関するお問い合わせ先 

エコモット株式会社 経営企画部：薄木・國塚 

TEL：011-558-6600  MAIL：press@ecomott.co.jp 
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